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野 口 月Li 叔

(火狂犬桝乎畢石化か投が)

m!trT･i ヂンの合成法に関しては竣■JJJ研実力:ち

りt'TンRtyアミヂン上り川':aする法とJfシャンゲT

†イド上L)合成する法に大gl山東も.その中工慧的に
はゲシャ./fTマイrと柵 TンモンとIT)共trlか :
葡男でも ろ.fS,JiyfT▼IrとT'/モEpL丘と

の北畠王25よりtを二ヂノ脈 作ろ反動 ･'8刀 年
We'nernr.dLicllに法り丑見せられて以東ミ井の民有

農村については貴社の研究があL).現株′T;+'yh
エ寮的J!法の研究も行lされてある..･その反丘状作に付
き許8=研究せられT=文献か少く牡噂のtXJで Sn･lh

等の研究が比較的許転･'L租皆として邦の,7柵が一校に
参考とさLL'=ゐる, S▲mlh轡 +J亡=609Cz時脚の圧

J#をJLrと迫としてんるがftの畔件では多姓のLL思Lこ胎て
は舛fIのtf細 J)みL=･時相似上を沓し又..旦改aR好もBl
耗てもろ 冊 T Tエf ン･り炭塵生成越生Zと一･Ki好tb

7)生成迎よを考濃-H L三Sm)tllの維持乙･甘TLも1号
沼とは去ひ凹1_i

彰牙氏は鵬 熱_qT- il中に+-ン･J.'ンtlTv= ●
を攻入｢ろ楽を山芋か･=か大戸氏はFに之itを改足し
て少JLiDfL,ヤノfT-イrと打安を指 し lT〇一'8
c lこ作って浅近乃fシ+/fT Lヾr壬,分相 入す
る'̂'珪てW -+ff5T=と11を射 してゐろ.
3E甘J)研究は鑑に田中は年に行ったもので4+7)
市冊で惣訳か3.1くれてゐた1.･綿 実の朗 ミからも大戸

a:の方法を仰 すると共r二兆の反正盟珊 肘 三】900

･*帝でもち

米FF7EI=於ては耽王tダT･Lゲンを軸 Tン･tyと･戸

シャyヂTyイrとの頓軌こ蛇り合成すらEtD定石iZI

#7)Zll丘法及び広丘且だと正長時日は牡JtとのH籍に

付軒先LT棚 j=カ虎に雌 とBtJLろ爪枚VT･L

アンの苅ユ泣A故を決淀'した,事ZiJEは匂軌と市なる
を似て1碓 ユ拝を円52汁 るLS先つ■一七Q)f3,1ン･fT
I1IfL†l仰 して取稚 T ;′･Eンとtf;鮎し夫でEttのヂ
シャ}PT-†rを和枝DifE5号モ泥に缶L:て過柵
汚加して圧点Z'_,究為せLiJちとiA安井払う;懲仏'(･も
ろ ザi舶 軟ZZ正 作0--一二cc3cc'ri"F)屯漸l二於てL._
mStyT･Lザンの生成ItlJめ,'..水不押棚寺加え的 】･.
にして圧点iJl蝿及特rZqJ二は弗と彰VがないF比LDt上変
位甥では浬好捕く1_'ろにtfつて不iT.,帯板は淡煎巴と,.i
L)生成rろtl允′T-チ/tGEかに訂色i-る向山もO

Lrf鞘 F.蜘項 くfl･ろ吋は.水不折節｡三比にせ大P,成句
あるもれ珊′▼･Lアンの生成tl=に殆ど彰f力･1=い

身1乃圧延に於ては堺鼓夏空･LA真1,lW C に仲持す

ることは蝕めて悶班でEZeE盟g lW'C も可とT-ろiiLt
宋J)王女にtt申すろこと'tく比較的支新 品-} '
付近7;lrlJJJ;.付すと事へられる亡本刑実で柑た点蓋
とEにLi7.勾j言法事f=を-XI二示す｡

珊取グアニヂンの工業的安ま平gt

イ La I+

耕近.i:上いといJ鏡毒を柑てんものでもへて母鼓すろ ●ヰ打かt令X化(.L紬pcPJナる軒4報土する｡



l ヂンJtンfTYイr

粉砕したもので鈍物の此入し7..-い撫Rr99J'''以上の

もの｡

2 相JITンモy

工取 りのbeJZ[粉末で榊 の出入し.'LL.純資 99';ll
J･のもの.

v rL E5
特殊iI鵬 容器中にヂシ十ンiTl･イr及共の-i

倍tの働 Tン･tンのiR合劫を入れ加熱耶鼓して定席
させろ｡尻車il腔 IdoC 以上になると等Lく反生誕
みi1度の上井急1.1とTLろ故触 アンJE-ノに封LIi信京

丑のヂシャンfT▼イYを丈に少t宛iE賢の急激なる
上井を井へつ 預ゝ血し正郎 Jlを 】貯C前便に持ち
同没まで釣)特例圧LSせしめて技昆虫を完枯すろ｡反

zB中は児押してはならr),圧dry出Ll王rL-･l掛 ･問.=丘
JS相 中の生成柚を稚しく捷挿してt的モと11してTi川
し吟irせLLL｡

･､_杵 屯
圧点客28からTt出した桝 モのItL摂品は2,3結束丑の
太をh]へて加脚 LilBlして水不析箭秘を砕き冷却
して秘曲を析出せしめろ.句蒲は不足t力水セBb]し

て捷正し次の技虻柚の柵JZに用ふ.かくのhくして一
回の常Jlで純卿 99〇･･･g:T･'DSl瓜をIuろfl'以て軍lL

太枠胡法を斤へは抱東的 咋タ･'となすことかiLl蒙るカ:
九拝p技士では先発に托搾なるものを持ちことは棚
｢さもろ｡この槌JrのfZ瓜で充分各班のFl的に拙ITJして
怨支tzL.｡

三 乾 蚊

M 71はtt1800Cに加適して棚 させ悦好一ト ろ,
以上の方班で1I.比的煉 yyーゲンの棚 を,次に示す

) 外税 白色現状の蜘 11

2 比7Tt ヒタ/ノーター(輯丑 SDtIt:)'{川ひへ+

サンIiJpCql比mな測'ji汁 .

Dl比TRi44

(3)筋 触 軌 2lSoC
(41 UJ ぎー低 塩かf
(51 讃 火 打 465oC

(61 感度棚 ピタ')ン斤総 鰭L声として比較㌻

ザ L4 TWn郎~†.珊 相LBIn ･確Zhkg
tlタ y ン恨 12 >6C
Llbtr､▼LL'-･

佗

(=)1は .和正日払Pt没

- 淑 完茸等卜-1d 比

ヒタ…RE抱 096 :ま二 三 oo285 -CO

雪空 け ユ 076 :≡TsS ec225 -9
Ti Et Jt I

p･tx 藍芸慧' 卒r'),.,

ピタワン成 柏 ｡96 …鍔 Sii67 】CO

苧py 'ろ 07° .P <･30,-｡

* 袋

t LL慧盟里の粥苛法

m放Ty･E=ンとヂシャンfT,イF'との共車足軌 >_

宅然邑華で反だ近文汲時ru)を,LB火にする時は詞反産も

盛になる故反iBの市-の野毛は鼓款1=讃美'l/初-て玩

塵l旦資を{弼防1ろことである｡

生圧勝 .TilH2C･STH CX'+2yHlh'Or･
q
h'JI

2:<JleC XH= JIX'0 十13IKL=at
ll
ヽll

反鮒 を初-ろた桝二相欣T≡/モンを.･確 して少息句
fシャンヂT†イIせ改加する噂のT夫も行ほれてん
るが雄耕 土発つ束のJ緒の方法を比較した-
A 法

和訳Tソモン2モル (26･Ig)とヂシャンヂTマイ｢

]モJL･(!26g)とをiEと合して加然し此挺して反感させ

る⇒】20'附近で柄棚 触LJC接細めて欽4に加熱して
も 160血相妃で象徴に反照を包してin世良如し210ウC
i片近に越すろことがある｡

B 法

Firl赦γyty 2i(-)LrとヂシャyfTvイr yt モ ル

163g)とを淵 して後R!にヂシャyダ う-,イト̀を加

へて反雌せしめろ｡本法は坦射削'F鋲2'こ容易tLある,
C 法

和i51アンモンを僻地して之Ltに･fシ1･ンJ~l･マイF

を加へて圧Egさせろ｡本姓は粥晶の純酸も低く不満節

分も多いa

n 法

輔故Tンモソ】Jt-JL･とヂシ十ンヂ,l･v1r2モJLを

i田鼓して役 1モルの柵 Tyモンを加へて反息させ

る｡牝の A は C 1)の4垣の]1班に依る青魚成坊
を一一指すIu王炎 lの如('Cあl)丘昼時榊と灰塵道産D
BBi剰iE z23 の如くである｡ 声に於て外港とは

加鼻油汗''のiE嵐 内iAは圧的 D温安である｡議
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3節はBir,園2上()明なる如くA淡に比LLi法は肘1三

槌めて官≠易であるaB 尻腰遁辞の改正上記中朝 EalこtRL)B軸 も成iPがlt好で
あろから8tの方法に抗ってTrJl引火川丑を5倍として放射を行つ

1:,
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腔 ztOl-,170E'.ieGt', igO'Zt_)'C のを退座にけ
外反足時間とhi:Fl'k塊椎小のn'TtlyT･Lfンの生成丑
のBJ綿.三.旦叩 きIIJ牧甲も=-3'''g小煩向あるb:追

任及IiPりJLli殆んと捗管T=く何れ王.88-83.'}化でJi(
不詳tTfn の生成も的 ●'Tで始と一宏でもち.fT..)m y
T･Lrrンの生塩江息は【,1tlT,1･,とfy十ンヂ7'･r
Ir棚 をtBkL'(約 -tL分て反正は甲府E:秦

し反X巧ru!を31くすももれ tタ'Tンデシの生丘宜にr.
殆どt化う･なし,式に邦7)茨よ坊J!J_･･,Lj=すJ
棚 Tltン (～plg 2tJt)と,eンt.ンfTyイi'

ニヽ8 ㌔5･C4･ とのiX合1Tlをl87Zj中で JtOq尉近.こ焦
しiR令快 椎の内TJk;Z(;C hL近に210fシ十ンヂ

T一日t-'Elt4;gfC.SlI をN Lも時I'倣
JR牧して爪ユー再拝下す l勺Ji朽-i.<J.外して折定の

iA卓に舌ナLlこf牡のiA書に作f.井fIを ▲ご分岩に-左京

L邦FJt,;相 打丘tlTAP>の合有iLを夫■13臆 し

た.ZiJt盟托 ltが.17O.JEU,Ⅰく伊,汲 2m'の各
吐tBに放けろ瓦脚 と放任且配の状況は巴5の如

くてありfTBIY T-fンと水不涼伽 の生成状況はia

bT/bくてもろ



Ⅰ68 エ 滞 火 奄 也 や tt 節 】O懲 qL,at

以上の各tEBの示す如 く集丑がSrくなると反感退廷
を Ⅰ6OpC にEq思 して圧点先軸せしむろことは塩めて
用m ･ある｡

前述の小形の基幹qT党に従ひ l紬'C 附近で反覆せ
しめて慨 通I)姓t多くても温度記述か編めて容易な
ことが分った3

7 孤隷 Tンモノ I.亡80g と+'5,十ンヂT･rイr

J刀g とを加鮒 払 し 】TODC 附姪で少政局雄牡のヂ
シャンfTマイrを添加して迫発1-外/._,邦へ遠加抵丁
徒 Ie〇〇一】細Oc の剛で圧垂を宋銭せしめるQttの丘
厳 記を示せほBlTの如 くである｡

以上7)希世Zaに抗って持た7!晶の或gFを,vT:せば炎 3
のむlくで IW.-2CO'CのrUlの正春 Cはその牧丑椀度

には殆ど大差が随められない｡

Jl

抜 手l 晶 析

吹Nr(g) 牡掛 (oC) 牧ii(g) RLS(BC) 托r別,I.12,.汚O L98L-=C2･0 ),350 2]02-2

142 013 切手1,=はホ2,3!訂上itと fFIJ l2.5CO 2019-2C82

2,395 206 0-2112 9SA Iのi}被で汁fl脚 2Ol-2C

8 2･4cc 2088-2IjS 9- 三TD韻 蒜 でah.デのホt加I,535 20l-209 2,○殆 2]0-2Z3 朋5 3の母衣及び不足itの水と加
へも軟LT;82 5,Ji2,550 198-m 2 E

,890 203･8-2O98 - ト1上牧坤 73,I.I2,4PO z98【-240 2

.･120 2COJ-214 957 tJLl枚申 97,';2.5･0 =00-2C8 2.<くつ 268･-2]38

832 トLt牧申 955,'.I† t触

yTこヂンの捕ヨ前述の方法でヂシャyヂTマイr'

と印StTンモンとの炎鵬 生或blこ水を加へて 80ICで加黙W
E解せしめ漣上空して不i浮静柚Lと/砕き湿液を杓gしてi
A腔を誠iE蓬持下させて析仙する輔血をuL別する｡

ttJ)母液は洩熊ナることなく共は-2の民意生成肋

D柚日枝として松返して放射する,政の方法に放り粗顎 3)loC附近(軸

旋約 95%)のもの1._,90,','班蛇の収坤1こ

て7汀ろことが可随であ

る.世utm を lZJTtに'J).1｡誠 ヰ三 ■∴
∵ : ･ ･∴ ∴ ･(亡C) (ど) (T.1

(Dc)252 528 水 St0 432b542}雪.
82-28=D l.0:り 水 4.5CO I,3

(旭 も71 2日2･水 ,,5C0
,.,05 こ672)2.号7;(3kD詔 訂 】
･占19 a-6 2日0林 ･',SCO 】,

185 W e 2]32(4'(SJ4謁 液 ･･8
55 953 2 zO `Lt')I)奇計+ .,"
,.,. つ.,日' LU謀 ÈEbl l･3

田 rl3 2]23･ ('iD芝野 ･,224 62･9

2,2577鼓4)みて･拍ihすればFf牡こFlで和TL'れるE, f.'JFに耗RT名さもJ)を

世すれほ的 SOOCLOTJt,ユーJt･で柄巌を,17へミiJよい
｡槻 TT;･fy :LOti･を 3LのTJl･7-JL･にZE'熟

鰐解し1.'鞘解柚J_r･Fj-き相浦を､00-504C にて知見

LゝIiW'潤 になるiZ測 削 一｡之れをWilL鈷瓜''ml別屯奴すれば

措胡JTJをflJ.牧丘は1195ど,fk応法は掛 由EtIにLl(ろ掃誕dlllが=瓜-210'C (鈍攻約 9C一一95,-.I)で之

)I-IyIに手取をr･申して γ心⊃- ･̂托Eiすらも甜戟 2zjD

-2ZbBC 附近 (擁hlI?i-98,''')です打開確として馳せ99,l'''以_ELT)JuJ)ち:r.頚的J

=多血は ることは嫌作悶粒でもろ｡11印欣 1 γ;ケン.T)他姓測淀法
5(科 05だJiflO.I._I)水L二倍耶し沈砺用 2

SOct=キ費梓しっ 加ゝへろ ニD'C J=トー】2相LB故だ
し和T潤斗で溝過し沈芯M LDt=tで注懲り00CI:吃托FF
Biす｡双生の),I.-'y._(減 じ

て之上l)的隷 yTェfンの塊嘩を計井す.- 響 -3Dj

Tx器 ,m沈榊 はビJyン放丁ソモyBgl_/

水[:前群LTンモンこ丁水をh]へてT4･セy牲 とし

乏itに聯 yTこ+-ン05gを血へて 】LJ



め繊 LJlO7Cで屯韻したも7)を川ひろ.
川 水不汀(物 の拙 技

諜fZ拭舟OS一句 6gI_･･押放して ーScc7)水'_,zzz

へayCにulめ榊 艮推力FfJLした'J-ナ糊Liiで汰宙
I,汀LBL4ccの*で浅井し柑iP_,110'C で 5時間
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電 気 雷 管 に 関 す る 研 究
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岡 崎 一 正
(丈瀬大挙好一エFl,!守火事僻ir9.:)

車三報 自熱 電気雷 管の監火時間及び私様 時r.1の滴 定に裁 て
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